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聖霊降臨節第 20 主日／神学校日・伝道献身者奨励日                      
No. 42 

 

主日礼拝   

 

前奏 「天にいます私達の父よ」(H.シャイデマン) 
 

参集 （報告 ･ 紹介 ･ 予定） 
 

招詞 

「主よ、わたしの魂はあなたを仰ぎ望み 

 わたしの神よ、あなたに依り頼みます。 

どうか、わたしが恥を受けることのないように 

敵が誇ることのないようにしてください。 

あなたに望みをおく者はだれも 

決して恥を受けることはありません。 

いたずらに人を欺く者が恥を受けるのです。 

主よ、あなたの道をわたしに示し 

あなたに従う道を教えてください。 

あなたのまことにわたしを導いてください。 

教えてください 

あなたはわたしを救ってくださる神。 

絶えることなくあなたに望みをおいています。」 

                  (詩編 25:1～5) 
 

頌栄  24 「たたえよ 主の民」 
  

 

 

 

 
 
 
 

交読詩編 146：1～6a 
 

一 同： ハレルヤ。 

司式者：わたしの魂よ、 

会 衆：主を賛美せよ。 

司式者：命のある限り、わたしは主を賛美し 

会 衆：長らえる限り 

わたしの神にほめ歌をうたおう。 

司式者：君侯に依り頼んではならない。 

会 衆：人間には救う力はない。 

司式者：霊が人間を去れば 

会 衆：人間は自分の属する土に帰り 

その日、彼の思いも滅びる。 

司式者：いかに幸いなことか 

会 衆：ヤコブの神を助けと頼み 

一 同： 主なるその神を待ち望む人 

司式者：天地を造り 

会 衆：海とその中にあるすべてのものを造られた神を。 
 

祈祷 

 

献金 ご用意のある方は、神さまへの感謝の気持ちを 

もってお献げください。 

 

主の祈り 

天にまします我らの父よ、 

ねがわくは み名をあがめさせたまえ。 

み国を来らせたまえ。 

みこころの天になるごとく 

地にもなさせたまえ。 

我らの日用の糧を、今日も与えたまえ。 

我らに罪をおかす者を我らがゆるすごとく、 

我らの罪をもゆるしたまえ。 

我らをこころみにあわせず、 

悪より救い出したまえ。 

国とちからと栄えとは限りなくなんじのもの 

なればなり。アーメン。 
 

聖書 ヨハネの黙示録 7:2～4 新約(新共同訳)P460 

ヨハネの黙示録 7:9～12 
新約(新共同訳)P460～P461 

 

2 わたしはまた、もう一人の天使が生ける神の刻印を

持って、太陽の出る方角から上って来るのを見た。こ

の天使は、大地と海とを損なうことを許されている四

人の天使に、大声で呼びかけて、3 こう言った。「我々

が、神の僕たちの額に刻印を押してしまうまでは、大

地も海も木も損なってはならない。」 4 わたしは、刻

印を押された人々の数を聞いた。それは十四万四千人

で、イスラエルの子らの全部族の中から、刻印を押さ

れていた。 
 

9 この後、わたしが見ていると、見よ、あらゆる国

民、種族、民族、言葉の違う民の中から集まった、だ

れにも数えきれないほどの大群衆が、白い衣を身に

着け、手になつめやしの枝を持ち、玉座の前と小羊の

前に立って、10 大声でこう叫んだ。 

「救いは、玉座に座っておられるわたしたちの神と、 

小羊とのものである。」 

11 また、天使たちは皆、玉座、長老たち、そして四つ

の生き物を囲んで立っていたが、玉座の前にひれ伏

し、神を礼拝して、12 こう言った。 

「アーメン。賛美、栄光、知恵、感謝、 

誉れ、力、威力が、 

世々限りなくわたしたちの神にありますように、 

アーメン。」 



賛美 464「ほめたたえよう」 

 

 
 

説教 ｢苦難の先の栄光｣ 
 

賛美 405「すべての人に」 

  

 
 

派遣 

司式者  主は言われます｡ 

       ｢わたしは誰を遣わすべきか｡｣ 

会 衆   わたしがここにおります。 

           わたしを遣わして下さい。 

 

祝祷 

 

アーメン 

 
 

 

 

後奏 幻想曲 ハ短調 (J.S.バッハ) 

 

司 式 塩冶 みはる 

説 教  向井 希夫牧師 

奏 楽 髙橋 孝子 

 
※お立ちになるのが困難な方は、 

座ったままで礼拝をお守り下さい。 

※賛美歌の最後には、基本的に「アーメン」を付けません。 

 
 


